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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 〇札幌市の平均値と同程度もしくは上回った種目 

上体起こし、長座体前屈、50m走、立ち幅跳

び、ソフトボール投げ 

〇札幌市の平均値より下回った種目 

握力、反復横跳び、20m シャトルラン 

〇全体的な傾向として、「瞬発力」や「柔軟性」には優

れているが、「筋力（静的）」や「巧緻性（すばしっこ

さ）」、「持久力」に課題がある。 

 〇札幌市の平均値と同程度もしくは上回った種目 

上体起こし、長座体前屈、20m シャトルラ

ン、50m 走、ソフトボール投げ 

〇札幌市の平均値より下回った種目 

握力、反復横跳び、立ち幅跳び、 

〇「柔軟性」と「持久力」が高く、粘り強い運動が得意

な反面、一瞬で地面を蹴る「跳躍力」や「握力」の不

足が課題である。 

 〇「体育の授業は楽しい」と回答する子どもの

割合は、男子 80.4%、女子 49.0%であり、札幌

市の平均値と比べると、男子は大きく上回

り、女子は大きく下回っている。 

〇１週間の総運動時間が 60 分未満の子どもの割合

は、男子 1.9%、女子 12.8%となっている。女子

は総運動時間が 420 分以上の子どもの割合も

21.3%と札幌市の平均値を大きく下回っている。 

〇男子は運動や体育の授業を楽しんでいる傾向が

みられるが、女子は意欲・習慣ともに低迷して

いる。特に女子の運動への苦手意識を減らし、

日常的に体を動かす機会を増やすことや日常授

業実践の改善が必要である。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

○ゲストティーチャーを招き、子どもの実態を踏まえた指導の充実と本物を体験する機会をつくる。 

 ○学校独自の児童アンケートや保護者アンケート等を活用する。 

○学校評価を通じた取組の評価・改善を行い、福住小こひつじネット等との協働を図る。 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

〇「握力」や「敏捷性」を養う運

動を準備活動や遊びに導入し、

楽しみながら基礎体力や瞬発力

を高める工夫をする。 

〇女子の苦手意識を考慮し、個々

の特性に応じた目標設定や仲間

との交流を重視した活動を多く

取り入れ、運動の楽しさを実感

できるようにする。 

〇一人一台端末や学習カードを活

用して自己の成長を可視化し、

主体的な学びや達成感から運動

への前向きな姿勢を育む。 

〇道徳の授業や学級活動を通して、運

動習慣が心身の健康に与える影響を

学ぶことで、特に運動時間の少ない

女子の意識変容と生活改善を促す。 

〇学級担任と養護教諭が連携し、給食

指導や保健だよりを通じて成長に必

要な栄養知識を伝え、特に「握力」

等の土台となる体づくりへの関心を

高める。 

〇発達段階に応じた性に関する指導を

充実させ、男女の身体の成長差や変

化を正しく理解できるようにするこ

とで、互いを尊重し安心して運動で

きる学級・学年風土を醸成する。 

〇握力や腕支持力を養うため、鉄棒補助具

の活用や遊具遊びを推奨し、日常の中で

楽しみながら基礎筋力を高める。 

〇モルックやダンス等の多様な種目をクラ

ブ活動として位置付け、運動への苦手意

識がある児童も仲間と体を動かす楽しさ

を実感できるようにする。 

〇クラス全員遊びや体育委員会の企画によ

り、運動時間の少ない女子や低活動層を

巻き込み、学年全体の運動機会と活動量

を確保する。 

〇50m走コースの常設や「なわとびの日」

の設定に加え、ステップ運動等の敏捷性

を高める場を設け、自発的に身体能力を

磨く環境を整える。 


